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I は じめに

シイタケ菌床栽培は1970年頃から始まり、1980乍以

降急速に広がってきた (小出,1992)。現在、商床に

よる生産量がシイタケ生産量全体の約半分を占める

(林野庁,1998)こ とを考えると、非常に速いテンポ

で普及してきたと言える。現在行われているシイタケ

菌床栽培は培地を袋内で培養し、培養終了後は培地を

袋から取り出し、パイプなどの_とに培地金i面を外部に

露出したまま置いて P実体を発生させる方法がi流 で

ある。この方法の培地下面から発生した子実体はパイ

プにつぶされて商品価値がなくなるだけでなく、採取

の煩雑さや培地疾臨iおよびパイプヘの付着残査が害菌

汚染源となりやすくなる。このため、口r能な限り培地

下面からの P実体発生を少なくする必要がある。

ところで、県内の空調設備のないビニールハウス

(以後、簡易施設とする)を 使用したシイタケ菌床栽

培では、培養終 F時に特地を反転させる事例が見られ

る。反転しない培地では「実体の発生が培地下部に多

くなる。このため、反転することにより子実体を培地

L部から多く発化させ、前述の問題点を解決すること

を,1的としている。しかし、これは経験的なもので、

培養終 」
′
時に培地を反転しない、あるいは反1広するこ

とが r実体ケじ′Lにおよぼす影響について、詳細に校刊

された服↑Fはない。

そこで、本試験ではザ,t内で価易施設を使サ|!してイ!わ

れている救特方法の ^J「例に肌ね半じて1千地をチヤ狂終

j′‖Ⅲ点まで行岬した後、培地のrlき方を知k反は、反は

の 2逝 りに設定し、F究44Nの発′lt状r/Lを培養時の杉響

を強く受けると考えられる発′li川!|1町の初期1に限定して

|)村介を行った。これにより、り11内のシイタケ閑床救培

地で,こられる r欠44Nが培地から片行って発′1村るJ「例

を検討するとともに、14地の反はが培地下1向1からの !′

実体発′lt iを少なくし、その他の要凶となる j′究体の

発′li FPには影糾!を与えない行効な方法であるかどうか

を校高Jした。
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資 料

E 方  法

1.増 地材料、培養および子実体発生の条件

培地基材はコナラをiと した広葉樹のオガコで、粒

度は 2 mm未満 :2～ 4mm i 4mm以L=29:23:48(w

/w)と した。このオガコにフスマを主とした栄養添

加物を重量比で 8%添 加した。含水率を65%に 調整 し

た後,片 面に通気用のウレタンフィルターを2個付け

たP.P袋 に3.5kg詰めた (図-1)。 以下常法に従って

紋菌,放 冷,北 研603号の接種を行った。培養は空調

施設を使用して温度20℃,湿 度70%RHの 条件下で188

日間とし,す べての培地を接種面が上になるように置

いて管理した。培養終了時点で袋を取 り除き培地全面

を露出させた後、置き方を2通 りに設定した。引き続

き接種面を上向きで発生させる培地 (無反転培地)お

よび接種面が下を向くように培養時とは上下逆に置き

換えて発生させる培地 (反転培地)で ある (図-2)。

発生条件は温度15℃,湿 度950/ORHとした。供試数は

各試験lXとも18時地とし、予実体発化の状況を浸水処

理なしで52日間について調査した。

2.子 実体発生の調査、培地含水率の測定

すじ′Lした r実体は傘の喪の限が切れる町1を|1安にス

テンレス製のハサ ミを使サ|!して、l klを1千地災1角FイJ近で

図-1 試 験に使用した培地

(幅21×奥12X高 さ16cm)
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切断した。採取 した千実体は、採取日ごとに個数、4L

重量を測定した。なお、各試験「X4個 の特地について

は、すべての子実体の発″ヒ位置にピンを刺して表示 し、

採取した子実体の生重量を測定した。

無反転培地

培養時

培な開始時の

培地重■( 3 )  車 進回数( 8 )

一

× る 面
嚇培地

培養終 r時 以降

図-2 試 験区別増地の置き方

田 結  果

1.培 養開始から培養終了時における培地の状況

培養開始から終了時における培地の状況を表-1に

示した。菌糸は培養を開始して概ね28日で蔓延した。

袋内には培養中に培地から褐色の水力潮F出され、培養

終了時点で袋内の培地が約半分の高さまで浸かるとい

う状態であった。培養終了時の培地重量は培養開始時

の89.4%となった。

表-1 培 養開始から終了時における培地の状況

千実体の発生位置は無反転培地および反転培地とも子

実体発生時の置き方を基準とし、上を向く面を L面、

下に接する面を下面とした。上酌iおよび側面 L部をあ

わせて上部、下面および倶1面下部をあわせて下部とし

た。無反転培地は、上部に比較して下部から多く発生

した (t検定、α=5%)。 11部は｀r均497g、下部は

700gで L部 :下部=1:1.4の 制合であった。特に上

面からの発生はほとんどなく、逆に下而からは培地全

体の発生量の約 5%に 亨4たる60gが発生した。 ‐方、

反転培地は、下面からの発生がほとんどなく、上高iを

含め上部からの発生重量が多かった (t検定、5%)。

発/f量の書!合は上部 :下部=16:1で あった。

両試験区とも下面から発生した子実体には商品llll値

が期待できないと仮定し、培地全体の発生量から下面

の発生量を差し引いた値を比較すると、無反転培地が

1,137g、反転培地が1,161gとなる。商品価値が期待

できる子実体は、反転培地が無反転培地を下回らない

という結果であった。

0                     25

発生処理日からの日数

図-3 子 実体発生パターン

各試験区18培地

表-2 子 実体の発生状況

3509=28    276± 1 4 3.138± 31   894± 04

培 地 重 量 比  培 養終 r 時 の培 絶 重 登 / 開 始時 の 電 量 ×1 0 0
3 6 培地 の 平均 値 士標 準毎 差

2.子 実体の発生状況

子実体の発生パターンを図-3に 示した。 F突体は

llll試験|てとも調査期r村の初期に柴中して発4上し、その

後の発化はほとんどなかった。P堆反iltA培地は発′li処理

後12～16日の問に調査期間の総発FL壮の99.8%が、ま

た反1云特地は98.4%が発生した。発4上のパターンは培

地の世き方による違い力司まとんど兄られなかった。制

査期|1町中における予実体の発仕比、発′lilht数および J・

実体 l lAI J4たりの4L五主は衣-2の とおりで、培地の

置き方によって差が兄られなかった (U検た、α=5

% ) 。

培地の位置l J lの発生登を示 したのが衣- 3で ある。
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培 求終 了時 の

培 地 整 畳 ( 8 )  培
地 重 量 比 ( % )

試 験 区
了実体 1 個 当たり

子実体発生畳( g )  発 生個数   の 生望担 ( g / 電)

焦 反 転 特 地   1 1 4 2 ユ 1 8 9 6

反 転 培 地  1 1 0 4 ±1 4 0 7

4 9 8 ±5 3

5 2 4 ±1 0 1

2 3 3 と3 2

2 1 7 ±3 8

各試 験 区 1 8 培地 の 平均 値 士標 準偏 洋

表-3 培 地位置別の子実体発生量

f 実 体 生 重 ■ ( 8 )

試 験 区

培 地 上 部 ( 売 上面 )  培 地 卜部 ( 9 ち下面 )  培 地 全 体

無反怯培地   4 9 7 ± 1 2 2 ( 3 ± 9 )  7 0 0 と イl ( 6 0 ±2 4 )  1 1 9 7 亡 1 0 8

反 弘 培 地  7 0 9 ■8 7 ( 9 0 と4 0 ) 4 5 7 ■1 0 0 ( 5 ±2 ) 1 1 6 6 と1 3 4
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Ⅳ 考   察

本試験は、県内で簡易施設を使用して行われている

栽培方法に概ね準じて (温湿度条件は除く)培 地を培

養終了時点まで管理した。結果、無反転培地および反

転培地とも1培地キたりの子実体発生量 ・発生個数、

子実体 1個 当たりの生重量、および発生パターンに違

いは認められなかった。これらのことから、培地の置

き方は子実体の発生量や発生パターンに影響しないこ

とがわかった。

子実体の発生は無反転培地が培地下部、反転培地が

上部に多かったことは、培養時に培地の下部であった

場所に多く発生したことを示している。子実体の発生

が培養時の培地下部に多いという県内栽培事例は本試

験においても同様な現象が確認された。簡易施設を使

用した栽培では施設内の温湿度環境を制御するのが非

常に困難で、気候による変動の影響を大きく受ける。

このため、個々の栽培施設によって栽培環境は大きく

果なるにもかかわらず、同じ結果が得られたことを考

えると、本栽培方法では培養温湿度の影響にあまり関

係なく子実体が培養時の培地下部に多く発生すると言

える。

シイタケ菌床栽培において、培養中に形成された原

基数がその後の子実体発生個数を強く支配することが

示されている (河内ら,1991;小 出,1994)。 また、

同じ培養条件で管理してもその後の培地乾燥により子

実体の発生量が減少する (水谷,1997)が 、本試験の

場合は子実体発生時における培地の乾燥、特に局所的

な乾燥による発生不良は、高湿度発位条件および子実

体の初期集中発生のためにあまり起こっていないと推

容される。つまり、子実体原基が培養終 F時点で既に

培養時の培地下部であった場所に多かったと考えられ

る。

ヒラタケのビン救培では培地友屑部の合水イが高い

とF技体の発4L登がよ曽える傾向が示されている (渡辺,

1997)。このことは、培地表サギ部の合水十ぐを測定 して

いないために本試験でもlrJ様のことがFiえるかどうか

は1明らかではない。しかし、培養終 」
″
時点では、培地

の約半分の高さまで褐色の水に杖かっていたことから、

培益品1の培地下部のよ隅部は保,iをされる環境にある。
い力、培養時の培地 L部はPP袋 の逝気用フイルター

による陀燥の影響を受けやすい。これらのことから、

培益「↓特地の下部であった場所から多くj″実体がすじ′lを

したのは、培差時の培地上部の乾燥、下部の保対セによ

る特地友帯部の水分条件の影響が原因の ‐つとして考

えられる。

本試験では、仲岐lxF拡培地、反転培地ともr文体発′L

に大きな違いは認められず、下面以外の子実体発生量

が反転培地で少なくならなかった。これらのことから、

発生期間の初期に限定すれば、培地下面からの発生を

少なくし、パイプによる変形を少なくするためには、

培養終了時点で培地をひっくり返して上下反対にした

方が良いと考えられる。培地の置き方を培養終了時点

に変えることは、袋栽培で行っているシイタケ菌床栽

培者には負担にならない作業である。
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